【帰宅送迎シミュレーション】BCP　訓練

帰宅送迎シミュレーション訓練実施計画書

風水害を想定し、帰宅送迎時に災害のそれがある場合や早期帰宅を実施するためシミュレーションで確認する。

【訓練日時】
　　　
【訓練の目的】
大雨・浸水リスク発生時において、利用者の安全を最優先とした「早期送迎（帰宅）」または「施設内待機（垂直避難）」の判断フローを確認する。また、送迎ルートの冠水想定や、家族との確実な連絡体制を検証し、初動対応力の向上を図る。

【訓練シナリオ】
午前10時、福岡市が市内に「警戒レベル3（高齢者等避難）」を発令。近隣河川の水位上昇により、午後の通常送迎の時間帯には道路冠水の恐れがある。これを受け、「サービスを短縮し、直ちに送迎を開始する」判断を下した想定で行う。

【訓練の目標】
·  管理者が運行中止・早期送迎を決定し、全職員と家族へ迅速に共有できるか
·  冠水想定エリアを回避した代替ルートを運転手と共有できるか
·  家族が不在の場合の対応（施設待機への切り替え）をシミュレーションする
·  帰宅困難に備え、利用者ごとの「お薬手帳」「予備薬」「連絡先リスト」を即座にまとめられるか

【訓練参加者】
　○○職員　　　名　　

【振り返り】
訓練後に振り返りを行い、目標を達成できたか、また訓練で気が付いた点について参加者で意見交換を行い、必要に応じて、計画やマニュアルなどの修正を行う。

【訓練チェックポイント】
· 帰宅させても自宅が浸水域ではないか、自宅に誰かいるか確認できたか。
· 一度に送迎できない場合、施設内に残る利用者の安全確保はスムーズか。
· 最新の家族連絡先がすぐに取り出せる状態だったか。
· 送迎後の車両を、冠水しない高台などに退避させる計画があるか。



帰宅送迎シミュレーション訓練プログラム
	時間
	内容

	10：30
	訓練開始
レベル３　大雨警報・はん濫警報・土砂災害警報　発表
警戒レベル３　高齢者等避難発令
· 気象情報の収集、早期送迎を決定

	
	· 家族、ケアマネへの連絡

	
	· 送迎準備・ルート選定

	
	· 乗車・出発準備

	11：10
	· 模擬出発

	11：20
	訓練終了

	11：30
	振り返り
目標達成状況の確認、訓練で気が付いた点の意見交換






帰宅送迎シミュレーション訓練シナリオ
	時間
	状況・気象情報など
訓練の内容
	訓練管理者
	訓練参加者

	10：30
	訓練開始
レベル３　大雨警報・はん濫警報・土砂災害警報　発表
警戒レベル３高齢者等避難発令
· 気象情報の収集
· 早期送迎を決定
	訓練開始を宣言
警戒レベル3が発表されたことを通知


	
· 情報収集・共有
· 送迎車の順番などを確認
· 

	
	· 家族、ケアマネへの連絡
	
	· 電話等で「サービス短縮と送り時間」を連絡。
· 不在時の対応（施設に残るか、指定避難所へ送るか）の確認

	
	· 送迎準備・ルート選定
	
	· 道路冠水ハザードマップを確認し、安全なルートを指示
· 車両への乗車優先順位を決定

	
	· 乗車・出発準備
	
	· 利用者の手荷物、連絡帳、必要薬剤の積み込み確認

	11：10
	· 模擬出発
	
	· ルート上の危険箇所を地図上で確認
※実際に車両を出すのもよい

	11：20
	訓練終了

	11：30
	振り返り
目標達成状況の確認、訓練で気が付いた点の意見交換



